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〈1年次入学生・2年次編入学生〉

＊前頁表の単位にはスクーリング単位も含みます。
＊前頁表の「単位内訳」の単位を修得することになります。この単位には認定単位も含みます。
※幼稚園コース，小学校コース，社会コース，公民コース，地理歴史コースで教員免許状の取得も希望
する場合は，教員免許状取得の要件も充たすことが必要となるため，表の他に教育実習と教職実践演
習の単位が加算されます。各コースの教育課程表および「教員免許状を取得するには（正科生）」を参
照してください。

〈3年次編入学生〉
＊前頁表の単位にはスクーリング単位も含みます。
＊基本的には前頁表のように出身大学・短期大学での修得単位を一律に群認定します。この場合，本学

＊大学を卒業するには、数カ月にわたって、判定会議を行います。そのため、単位位修得期限を卒業よ
　り4か月前の設定となっております。

において，「卒業の要件・内訳」の単位を修得することになります。
＊前頁表「認定単位」欄のように群認定がされていない場合（本学の再入学者など）は，認定単位を含め
て「単位内訳」欄の要件を充足することになります。
＊選択科
※幼稚園コース，小学校コース，社会コース，公民コースで教員免許状の取得も希望する場合は，教員

目「卒業課題研究」履修者は，その修得が卒業の要件になります。

免許状取得の要件も充たすことが必要となるため，表の他に教育実習と教職実践演習の単位が加算さ
れます。各コースの教育課程表および「教員免許状を取得するには（正科生）」を参照してください。

▊単位修得の期限
卒業単位（副免履修・増加履修で登録した単位も含む）の充足には科目試験の受験およびス

クーリング受講について，最終の期限が下表のとおり定められています。なお，下表に示した

第6回科目試験は12月に実施する科目試験になります（年によって11月下旬に実施する場合

もあります）。第2回科目試験は6月に実施の科目試験になります。

科目試験およびスクーリング以後に行われる科目試験の受験，スクーリングの受講はできません。

新規に提出する科目及び
再提出科目のレポート最終提出期限 スクーリング受講

3月卒業予定者 第6回科目試験のレポート提出締切日
12月オンラインスクーリング
※後期ブレンディッドスクー
リングは対面授業が１月実施
のため受講できません。

最終科目試験

第6回科目試験

9月卒業予定者 第2回科目試験のレポート提出締切日 夏期スクーリング第2回科目試験

▊教育実習・介護等の体験の受講期限
卒業予定時期により教育実習・介護等の体験の最終受講期限が定められています。

教育実習
3月卒業予定者 卒業予定前年の11月末日（予定）までに現場での実習を終了

9月卒業予定者 卒業予定年の6月末日（予定）までに現場での実習を終了

＊教育実習の最終受講期限はあくまでも予定であり，確定ではありません。

介護等の体験
3月卒業予定者 卒業予定年の1月末日までに現場での体験を終了

9月卒業予定者 卒業予定年の7月末日までに現場での体験を終了

各コースの教育課程表 
p. 54～63，
p. 64～73参照
「教員免許状を取得するに
は（正科生）」 
p. 38～47参照

各コースの教育課程表 
p. 74～82参照
「教員免許状を取得するに
は（正科生）」 
p. 38～47参照

教員免許状の申請 
p. 42参照

■	卒業するための手続き

卒業の時期は3月と9月の年2回です。修業年限以降，所定の要件を充足し，手続きが行
われていれば，前期入学（4月1日付），後期入学（10月1日付）にかかわらず，3月，9
月どちらの時期でも卒業することができます。
▊卒業申請
卒業申請

卒業にあたっては「卒業申請」の手続きが必要です。卒業要件が充足していても，所定の手
続きが行われていない場合は，卒業できません。申請は「WebTAMA」で行ってください。
手続きの時期等については下表の時期に則って行ってください。

■	卒業課題研究

「卒業課題研究」は，本学の通信教育課程を卒業することを目的とした学生が選択した場合，
履修することができます。卒業研究は作成の指導過程である“演習”と“論文”の提出によって
構成されており，“演習”に相当する作成の指導は，通信指導と面接指導によるものです。

内容などについては「卒業課題研究」を参照してください。
大学院進学を希望する学生は，卒業論文を進学の条件としている大学が多いため，履修する

ことが望まれます。なお，「卒業課題研究」を履修登録している学生は，卒業要件を充足する
ための必修科目になります。
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■
卒業するための手続き

卒業の時期は3月と9月の年2回です。修業年限以降，所定の要件を充足し，手続きが行わ

れていれば，前期入学（4月1日付），後期入学（10月1日付）にかかわらず，3月，9月どちら

の時期でも卒業することができます。

▊卒業申請
卒業申請

卒業にあたっては「卒業申請」の手続きが必要です。卒業要件が充足していても，所定の手

続きが行われていない場合は，卒業できません。申請は「WebTAMA」または郵送で行って

ください。手続きの時期等については下表の時期に則って行ってください。
卒業申請時期 手続き等詳細

3月卒業予定者 前年11月の指定期間

9月卒業予定者 同年 6 月の指定期間

＊申請は各対象の卒業年月のみ有効。卒業時期を変更した場合は改めて申請する必要があります。
＊卒業申請を行うことで3月卒業予定者は第7回科目試験(1月実施)以降，9月卒業予定者は第3回科
目試験(7月実施)の受験資格がなくなります。
したがって，卒業時期を変更して未修得科目の試験を受験する場合は，卒業申請の取り消し手続きが
必要です。詳細は「WebTAMA」のカテゴリ「履修・教材・卒業関連」または「玉川通信」に掲載します。

■
卒業課題研究

「卒業課題研究」は，本学の通信教育課程を卒業することを目的とした学生が選択した場合，

履修することができます。卒業研究は作成の指導過程である“演習”と“論文”の提出によって

構成されており，“演習”に相当する作成の指導は，通信指導と面接指導によるものです。

内容などについては「卒業課題研究」を参照してください。

大学院進学を希望する学生は，卒業論文を進学の条件としている大学が多いため，履修する

ことが望まれます。なお，「卒業課題研究」を履修登録している学生は，卒業要件を充足する

ための必修科目になります。

Web

「卒業課題研究」
p. 107～109参照

「WebTAMA」のカテゴリ「履修・教材・卒業関連」
または「玉川通信」10月頃 掲示

「WebTAMA」のカテゴリ「履修・教材・卒業関連」
または「玉川通信」5月頃 掲示

WEB

「卒業課題研究」
p. 107 ～ 109 参照

表2-P111_cc2020.indd   35表2-P111_cc2020.indd   35 2022/02/08   10:01:202022/02/08   10:01:20




